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紹
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を
兼
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た
会
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紹
介 

 

瀧
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多
加
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三
省
堂
は
辞
書
と
教
科
書
を
中
心
に
し
た
出
版
社
で
、
二
〇
二
三
年
四
月
に
創
立
一
四
二
年
を
迎
え
る

老
舗
で
す
。
漱
石
の
手
紙
に
も
、
鷗
外
の
小
説
に
も
、
そ
の
名
が
出
て
く
る
ほ
ど
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
本
屋
さ
ん
の
三
省
堂
書
店
と
は
、
ル
ー
ツ
は
一
つ
で
す
が
、
百
年
以
上
前
に
企
業
と
し
て
は
分
岐
し
、

現
在
で
は
経
営
も
資
本
も
別
の
会
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、「
親
戚
付
き
合
い
」
は
今
で
も
続
い
て
お

り
、
創
立
周
年
記
念
企
画
な
ど
で
は
連
携
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

国
語
辞
典
で
は
、
二
五
万
語
以
上
を
収
録
す
る
最
大
規
模
の
『
大
辞
林
』、
鋭
い
語
釈
と
実
感
あ
ふ
れ
る

用
例
で
知
ら
れ
る
『
新
明
解
国
語
辞
典
』、
い
ち
早
く
新
語
を
収
録
す
る
こ
と
で
有
名
な
『
三
省
堂
国
語
辞

典
』
な
ど
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。
英
和
辞
典
で
は
、
か
つ
て
は
「
コ
ン
サ
イ
ス
」「
ク
ラ
ウ
ン
」
で
一
世
を

風
靡
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
『
ウ
ィ
ズ
ダ
ム
英
和
辞
典
』
が
高
校
生
向
け
の
主
力
辞
書
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

一
方
、
教
科
書
で
は
国
語
・
英
語
の
教
科
書
を
各
種
刊
行
し
て
お
り
、
高
等
学
校
の
英
語
教
科
書
で
は
「
ク

ラ
ウ
ン
」
を
中
心
に
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
争
う
部
数
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。 

 

ほ
か
に
も
、
『
模
範
六
法
』
を
中
心
と
し
た
年
度
版
六
法
や
法
律
書
、
学
習
参
考
書
な
ど
も
刊
行
し
て
い

ま
す
。 

  

私
（
瀧
本
）
は
、
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）
に
三
省
堂
に
入
社
し
、
辞
書
、
事
典
を
中
心
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
書
籍
の
編
集
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初
に
配
属
さ
れ
た
編
集
部
で
は
、
『
言
語
学
大
辞
典
』
と

い
う
大
型
専
門
辞
典
を
担
当
し
、
昨
年
、
編
集
者
と
し
て
最
後
に
関
わ
っ
た
の
が
『
日
本
映
画
作
品
大
事
典
』

と
い
う
大
型
事
典
で
し
た
。
最
初
と
最
後
が
「
大
ジ
テ
ン
」
と
い
う
の
も
、
何
か
の
巡
り
合
わ
せ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

 

世
の
中
に
編
集
者
と
い
う
肩
書
き
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
あ
ま
た
お
り
ま
す
が
、
辞
書
編
集
者
と
い

う
の
は
希
少
種
と
呼
ぶ
べ
き
存
在
で
、
昨
今
で
は
む
し
ろ
絶
滅
危
惧
種
な
ど
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
辞
書

の
編
集
を
通
じ
て
、
言
葉
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
こ
と
を
中
心
に
、
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
そ

う
な
話
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 


